令和７年(2025年)１０月２４日
保護者の皆様
札幌市立篠路西小学校
校長　今野　利泰
令和７年度　文部科学省「全国学力・学習状況調査」の結果について
　「全国学力・学習状況調査」では、全国の義務教育の機会均等と水準向上のため、児童生徒の学力・学習状況を把握・分析することにより教育の結果を検証し、改善を図ることを目的としています。本校としましては、札幌市の他の学校同様に、平均正答値などの数値結果の公表はしませんが、学校として調査結果を分析し、本校児童における課題・改善の方向について今後の授業改善に生かし、児童の学習活動が更に充実したものとなるように努めてまいります。
今後とも、本校の教育活動にご理解とご支援をよろしくお願いいたします。
本校の概要
今回の調査における課題
改善の方向
国　　語
【領域】
□言葉の特徴や使い方に関する事項、情報の扱い方に関する事項、我が国の言語文化に関する事項
▼全国平均を下回っている
□話すこと・聞くこと
▼全国平均を下回っている
□書くこと
▼全国平均を下回っている
□読むこと
▼全国平均を下回っている
○「言葉の特徴や使い方」「情報の扱い方」などの文章理解・情報整理を苦手としている。
○特に記述式や根拠をもとに考える設問の正答率が下がる。
○根拠をもとに答える、説明文の構造理解などの正答率が低い。
○読解に時間がかかる児童が多く、問題文全体を読み切れない。
○学年に応じて設定した【学びのスタンダード】に基づき、「書く活動」と「話す活動」の技能を積み上げていく。

○音読を通して、「読む力」を伸ばすことで、読解力を高めていく。
【領域】
□数と計算
▼全国平均を下回っている
□図形
▼全国平均を下回っている
□測定
▼全国平均を下回っている
□変化と関係
▼全国平均を下回っている
□データの活用
▼全国平均を下回っている
○「図形」「測定」「資料の活用」など、文章から数量関係を読み取る問題を苦手としている。
○基礎的な計算はできても、条件整理や筋道を立てて考える問題では正答率が下がる。
○図や表の情報を読み取って、式を立てる力が不足している。
○自分の考えを式や説明にまとめることを苦手としている。
〇基礎的な計算ができていることはよいので、ICTも利用し、繰り返し問題に取り組むことで、読み取る力を伸ばしていく。

○自分の考えや解法を記述したり、説明したりする活動を充実させる。

理　　科
【領域】
□「エネルギー」を柱とする領域
▼全国平均を下回っている
□「粒子」を柱とする領域
▼全国平均を下回っている
□「生命」を柱とする領域
▼全国平均を下回っている
□「地球」を柱とする領域
▼全国平均を下回っている
○「エネルギー」「生命」に関する実験結果の考察や理由説明を苦手としている。
○観察・実験の結果を文章やグラフから読み取る問題では正答率が低い。
○実験や観察を通して「なぜそうなるか」を説明する力が弱い。
○語彙や表現力（科学的に説明する力）が低い。
○実験や観察などの活動において、考察する時間とともに、お互いの考え説明し合う場面を作る。

〇ICTも活用し、練習問題等から、表や文章から読み取ったり、科学的に考えたりする力を育てる。
算　　数

